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「川島町の担い手農家紹介」
　駒林さんは、平成29年から就農し、小見野地区で「トマト農家」
として活躍されています。品種は中玉トマトで、生産量は年間で
13トンを超え、トマトでは甘いとされる糖度８を維持しながら、
日々生産に励んでいます。主な出荷先は民間の会社で中間取引を
省略した販売を進めており、消費者にやさしい事業を目指してい
るとのことです。ぜひ、皆さんで応援していきましょう。
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※農業委員
　委員会に出席し審議し
て、最終的に合議体とし
て決定することが主体。

　担当地区を持って、農
地集積や耕作放棄地対策
などの現場活動を行う。

※�農地利用最適化推進委員
　農業委員と同様に、担
当地区を持って農地集積
や耕作放棄地対策などの
現場活動を行う。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
農

業
の
発
展
、
農
業
委
員
会
の
活
動
に
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
農
業
委
員
の
改
選
に
伴
い
５

月
の
初
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
委
員
各
位

の
ご
推
薦
に
よ
り
、
会
長
の
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２

期
目
と
な
る
農
業
委
員
、
そ
し
て
会
長
の

職
責
と
、
身
に
余
る
光
栄
と
そ
の
責
務
の

重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
10
名
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
9
名
も
、
す
で
に
活
動
を
開

始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
影
響
か
ら
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産

物
の
消
費
の
低
迷
の
ほ
か
、
価
格
の
低
迷

も
一
層
進
ん
で
い
る
状
況
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
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地域の農業者の代表  農業委員・農地利用
最適化推進委員を紹介します！
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……… 任期：令和３年５月11日から３年間 ………

　令和３年５月10日をもって、前任の農業委員・農地利用最適化推進
委員は任期満了となりました。新たな農業委員10名、農地利用最適化
推進委員9名、総勢で19名がすでに活動を開始しています。
　農地の問題等でお困りのかたは、気軽に地元の農業委員、農地利用
最適化推進委員にご相談ください。
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。

　
こ
の
よ
う
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農
業・

農
村
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
後
継
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図
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迎
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わ
れ
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岡
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憶
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収
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。
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。
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農業者年金知って得する！

あなたの老後生活への備えは十分ですか？ 年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
老後の備えは国民年金プラス農業者年金がおすすめです。しっかり積み立て、がっちりサポート。 
安心で豊かな老後を！

農業従事者なら誰でも加入できます

○農地の「売買」「転用」「賃借」など、権利移転には農業委員会の許可等が必要です。
　申請の受付締切りは、毎月10日です。（10日が土、日曜日の場合は翌月曜日）
　農業委員会では、原則として毎月25日に定例会議を開催し、農地の移転や転用、農用地利用集積計画等
を審議しています。

○主な申請書類は農業委員会事務局に備え付けのほか、「川島町ホームページ」から入手することができます。

　　　　　 川島町農業委員会事務局　℡０４９－２９９－１７６０

●受給額例（運用利回り2.5％の場合）

加入時年齢 納付期間 月額保険料 保険料総額
男　性 女　性

年金月額 平均余命まで
の受取額 年金月額 平均余命まで

の受取額
30 歳 30 年 ３万円 1,080 万円 6.3 万円 1,620 万円 5.3 万円 1,705 万円

※この試算は、65歳までの運用利回りを2.5％、65歳の年金裁定時の予定利率を0.20％とした場合の通常加入の年金額の試算です。

●農業者年金とは
　�農業者年金は、日本農業の担い手である農業者の
老後の安定を図ることなどを目的とした制度で、
国民年金（基礎年金）に上乗せした任意加入の公的
な年金制度です。

●加入要件
　�国民年金の※第１号被保険者で年間60日以上農業
に従事する20歳以上60歳未満のかた。

※国民年金に加入し、厚生年金、共済に未加入の者。

　�又は、厚生年金、共済に加入する者に扶養されていない者。

●特徴
　�積立方式で安心した財政運営です。年金額は加入
者・受給者数に左右されない、少子高齢時代に強
い制度です。

●80歳までの保証がついた終身年金です
　�仮に加入者や受給者が80歳になる前に亡くなった
場合は、80歳までに受け取るはずの相当額を死亡
一時金として遺族が受け取れます。

●保険料
　�保険料は、月額2万円から6万7千円までご自身のラ
イフプランに合わせて千円単位で自由に選択でき
ます。

●税制面でも大きな優遇
　�支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象
となり、節税につながります。さらに、お受け取
りになる農業者年金は、公的年金控除の対象とな
ります。

川島町ホームページ　　川島町  農業委員会  申請書

●　農地に関する手続きについて　●


